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第１９０５回埼玉県教育委員会定例会  

 

１  日  時  令和３年４月２２日（木）  午前１０時開会  

 午前１１時８分終了  

 

２  場  所  埼玉県教育局教育委員会室  

３  出席者  髙田教育長、後 教育長職務代理者、伊倉委員、遠藤委員、石川委員、

戸所委員、佐藤教育総務部長、日吉県立学校部長、石井市町村支援部

長、関根財務課長、鎌田高校教育指導課長  

栗原書記長、岩﨑書記、原口書記  

４  会議の主宰者   髙田教育長  

５  会  議  

(1) 前回議事録の承認  

о  全出席委員異議なく本件記載どおり承認  

о  髙田教育長が、石川委員を議事録の署名者に指名した。  

 

(2) 報告事項   

ア  県議会令和３年２月定例会概要について  

関根財務課長  （提出理由、会期、本会議の質問、文教委員会における付託議案、

人材育成・文化・スポーツ振興特別委員会における審査事項、人材育成・文化・

スポーツ振興特別委員会の意見・提言、予算特別委員会における付託議案、決

議及びその他について説明）  

 

イ  令和３年度埼玉県公立高等学校入学者選抜実施状況について  

鎌田高校教育指導課長  （提出理由、全日制の課程、定時制の課程及び学力検査

の結果（全日制の課程）について説明）  

石川委員  ５ページにある学力検査問題と学校選択問題は、昨年度は、数学の学

力検査問題と学校選択問題の差が約１２点あり、学校選択問題の数学が難しす
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ぎるのではないかという意見がありましたが、今年度は学力検査問題と学校選

択問題の差が６点と縮まっています。一方で今年度は、英語の点数の差が広がっ

ていますが、これはどのように捉えればよいでしょうか。  

鎌田高校教育指導課長  数学については、昨年度の学校選択問題の難易度が高

かったため、今年度は問題の難易度を最後まで受検生が考えて解ける問題を作

成しようという趣旨の下、数学の結果はこちらが想定している点数に近づいた

と考えております。英語に関しましては、受検生の二極化が起きている印象で

あり、学校選択問題は大学の入試問題とほとんど同じ分量の問題がありますが

その中でも点数を取っているため、英語の実力が高い生徒が増えてきている状

況です。その結果が一般の学力検査問題と学校選択問題の差に表れているので

はないかと思います。  

石川委員  そうすると、中学生の修了時点で英語の実力の差が広がっているとい

うことでしょうか。  

鎌田高校教育指導課長  今回の結果からは、難易度が高い学校選択問題でも我々

の予想を上回る点数を取っている生徒が多かったと考えております。  

石川委員  学力検査問題と学校選択問題の今回の結果については、現役の中学生

にフィードバックするのでしょうか。  

鎌田高校教育指導課長  平均点の結果については公表します。なお、飽くまでも

平均点であり、点数が低い受検生もいれば高い受検生もいますので、学力の開

きについては注意して表現しながらフィードバックをしたいと考えております。

学校選択問題の英語の平均点が予想を超えたことは、頑張った中学生が多かっ

たこと、例年と比較して我々の予想を超える高い英語の学力があったこと、そ

のようなメッセージを伝えていこうと思います。  

伊倉委員  募集人員が充足しない学校数が５７校、定時制を含めると８１校もあ

ることに少し驚きがありました。先ほどの説明の中でもありましたが、中学生

から聴取した内容で、高校生の部活動、文化祭、体育祭など青春の楽しい思い

出となるような活動を見ることができなかったことも影響したと思います。説

明にもあったとおり、発信力の低さが出ているのではないかと感じました。も
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う一度、県立高校の魅力を更に特化して、工夫して発信をお願いします。また、

２ページにある一般募集等における応募状況の専門学科についてですが、人文

学科の競争率が低い理由を教えてください。  

鎌田高校教育指導課長  人文学科の競争率が低い理由ですが、志願確定者数が  

 ２２名で入学許可候補者数４０名となっています。これは、複数の学科がある

学校は複数の希望を出すことができ、この学校は普通科と人文学科があります

ので、第２希望まで希望することができます。人文学科が第１希望であった志

願者数は２２名でしたが、全員合格しており、そして第１希望が普通科、第２

希望が人文学科とした受検生も合格し、入学許可候補者数は合計で４０名とな

りました。人文学科がある学校は、県内で１校ですが、高校も志望者を増やす

よう工夫をしています。しかし、競争率が低い理由の一つとして、中学３年生

が今後の高校生活で人文学科に特化した学びの進路選択を決めかねていること

が影響していると考えます。今年度だけではなく、ここ数年は苦戦している状

況にあります。  

伊倉委員  そうなると中学生が自分の進路の選択として、具体的なものが見えて

こないのか、それとも余りニーズがないのか、人文学科という専門学科として

やらなければできないことなのか、今一度検討が必要なのかもしれません。  

遠藤委員  昨年度教科書採択に関わらせていただきましたが、英語は、新しい学

習指導要領の下、教科書には伝記を読むことや考えさせる内容が多くなってお

り、対話の内容も以前より難しくなった印象を受けました。そうすると、今後

はますます考えさせる内容が増え、前年度の平均点との差が広がるかもしれま

せんので受検生に実力を付けてほしいと感じました。個人的な考えとして、受

検生の平均点は６０点前後が理想だと考えますが、国語は、令和２年度と令和

３年度を比較すると約１０点以上上がっています。国語の平均点が上がった要

因について教えてください。  

鎌田高校教育指導課長  難易度は昨年度と同様に策定しましたが、一つの要因と

して、今年度はコロナの影響で中学校３年生の出題範囲を削減しました。中学

校３年生で習う漢字、慣用句、四字熟語を対象から外し、その代わり基本を問
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う問題を増やしたところで点数が上がった要因であると考えます。  

遠藤委員  英語の場合は、文法だけではなく、高校でも使える英語を試さなくて

はいけないと思います。高校の入試の段階からそういったテストに慣れていっ

て、新しい大学入学共通テストに望むことが今後の公立学校の場合は必要だと

思いますのでよろしくお願いします。  

戸所委員  先ほどの人文学科の説明に戻るのですが、通常であれば、受検者と入

学許可候補者数は、入学許可候補者数が少ないわけですが、人文学科に限って

は、一人に対して二つの合格を出している理解でよろしいでしょうか。  

鎌田高校教育指導課長  普通科と人文学科がある学校は、普通科を第１希望、第

２希望を人文学科として志望できる入試制度になっています。普通科で残念な

がら合格ラインに達しなかった受検生が、第２希望の人文学科の選抜において、

基準を上回った場合に人文学科で合格になるという制度になっています。した

がって、この制度を設けるのは学校の判断になりますが、複数学科があるとこ

ろは、第２希望を設けることができる制度になっています。  

戸所委員  ちなみに人文学科以外にもこのような入試制度のところはあるので

しょうか。  

鎌田高校教育指導課長  理数科がある学校については、例えば理数科で不合格に

なった受検生が、第２希望で普通科を希望していれば、普通科で選抜を受ける

ことができる制度になっています。第２希望まで志願ができる制度となってい

ます。  

戸所委員  そうすると合計の数字は調整するのでしょうか。実際に人文学科が第

１希望だけの入学許可候補者数を載せているのでしょうか。  

鎌田高校教育指導課長  第１希望と第２希望に関わらず、最終的に入学許可と

なった合計人数が表の人数となっています。  

戸所委員  それでは、実際に人文学科を受検した人数よりも入学許可候補者数が

上回ってもよいという理解でよろしいでしょうか。  

鎌田高校教育指導課長  そのとおりでございます。  

後 教育長職務代理者  平成２４年度から倍率が最低になったとの説明がありま
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した。１，３５９人の卒業予定者数が減ったということですが、来年度は更に

減っていくのではないかと思います。公立高校の使命として、進学を希望した

受検生は、全て公立高校に入学ができ、一方で競争率を保ちながら頑張って受

検をさせるということも大切だと思います。適正な進路指導ができて適正な競

争率が生まれると考えますが、公立高校として理想とする平均倍率はどのくら

いでしょうか。  

鎌田高校教育指導課長  平均倍率は１．１３倍でしたが、倍率が２倍を超える高

校もあれば、０という学科もありました。平均倍率の数字がどのくらいが適正

かということは、難しいところですが、高校に行きたいと思った生徒が最終的

に全員入学できることが公立高校の一つの使命だと考えています。中学校の教

員のうち、ほとんどが普通科を卒業している教員が多いのが実態です。そのた

め、専門学科の実情や魅力もなかなか伝わっていない、理解されていないと思

います。私立には工業科や商業科などの専門学科は余りありませんので専門学

科があるということが公立高校の特徴であると思います。専門高校の魅力を中

学校の先生に理解してもらい、進路指導の先生に伝えていく、高校もホームペー

ジだけでアピールするのではなく、例えば、学校説明会で専門高校の魅力を直

接中学生に伝えていくなど、多様な希望を持つ生徒たちに公立高校に入学して

もらいたいと考えています。  

後 教育長職務代理者  コロナ禍で情報が得にくい状況の中で、受検生は、イン

ターネットや雑誌など様々な媒体で情報を得ていると思いますが、生徒募集で

基本となるのが学校の魅力をどのように発信しているか、広報しているかが重

要です。進学校では、例えば、「学習塾に行かなくとも大学進学ができる。」を

キャッチコピーにするなど、発信している内容は様々です。ホームページも含

めて学校の魅力を高めながら、発信できているかが大事であり、専門高校も同

様です。そのような観点で見直しを行いつつ、かつ学習指導要領も新しくなり

ますので、学校の再編をする機会でもあると考えます。平均倍率だけで考慮す

るものではありませんが、魅力ある学校づくりをいかにするのか、様々なこと

を総合的に考慮しながら今回の数字の分析をする必要があると思いますのでよ



-6- 

ろしくお願いします。  

髙田教育長  様々な御意見を頂きありがとうございました。中学校の卒業者数が

年々減少している中で、公立高校としてどのくらいの人数を受け皿にするかと

いうのが一つのテーマです。私立高校に入学する者もいれば、他県に入学する

生徒もいます。私立と公立の協議の場で、公立高校の受け皿として、中学校卒

業予定者数のおおむね６５パーセントを超えない範囲内で決定して募集人員を

確定しています。私立高校は普通科が圧倒的に多いですが、公立高校の役目と

して、農業、商業、工業、家庭、福祉、芸術、看護、例えば、昼間は働きながら

定時制に通うなど、いろいろな進路希望を叶えるとともに様々な学べる場をき

ちんと用意していくことが必要ではないかと思っています。場合によっては、

倍率が１倍には満たない学校があったとしても生徒に多様な学びの場を提供す

ることが公立高校の役目で必要だと考えます。一方で、受検生や保護者からも

選んでいただくためにも、魅力ある学校にしなければなりません。引き続き魅

力ある県立学校づくりに努めてまいりたいと考えています。また、学力検査に

ついては、毎年度できるだけ多くの受検生が最後まで粘り強く解ける問題の策

定に取り組んでいるところですが、試行錯誤しながら引き続き質の高い問題作

成に努めてまいりたいと考えています。  

 

  ウ  埼玉県地方産業教育審議会の建議について  

鎌田高校教育指導課長  （提出理由、建議名及び建議の内容について説明）  

伊倉委員  素晴らしい建議であると感じております。最後に「本建議を真摯に受  

 け止め」とありますので変えるべきところは大胆に変えてほしいと思います。

公立高校の役割として専門学科がありますが、指導者の養成・採用においては

これまでの商業を教えている先生では、マネジメントと専門性の両方を持って  

いないと難しいと思います。自らの専門性だけでは生徒に教えることは難しい

人もいる、逆に教えるのは上手だが、専門性がなかなか時代に追い付いてきて

いない人もいます。その辺りのバランスについては、センスの問題もあります

が、研修で身に付けることは簡単ではないと思います。本建議の「魅力ある商
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業教育を推進するための方策（３）「専門性の高い指導者の養成・採用」につい

ては、これまでとは時代が違うことを前提に、専門家の方が生徒に教えること

ができるようになる研修をすることが重要だと考えています。そのことにより

普通科を目指す生徒たちが「埼玉県であれば商業科へ行った方がおもしろい。」

と思えるような商業科を目指してほしいと感じました。  

鎌田高校教育指導課長  教員は自分が経験したものをベースに生徒に教えており、

今までの商業教育は簿記の資格を取得させることに重きを置いていました。今

後は、簿記だけではなく、実社会に何が役に立っているのか、常に考えさせる

よう教員のパラダイムシフトをすることが非常に重要だと認識しています。現

在、コロナの影響もあり、ＩＣＴ環境も変わっています。そういったところを

チャンスに変え、今求められているものは何か、教員が意識でき、刺激がある

ような研修を行っていきたいと考えております。  

遠藤委員  大学の商学部や経営学部は伸びていないと感じます。会社を起業する

など商業教育の魅力を伝えきれていなのではないかと思います。そして、私立

高校はどんどん商業科を減らしていくのではないかと思います。今後は、今ま

での商業教育だけではなく、言語を習得しながら、グローバルビジネスでも活

躍できるような人材を育成すること、長い目で先を見た学習の教えが必要だと

思います。新しい能力、陳腐化しない能力を身に付けなければなりません。教

員養成とともに学生と一緒に伸びていく、基礎を築いていく、今までの商業教

育ではなく、アドミッションポリシー、カリキュラムポリシー、ディプロマポ

リシーの中身を変えていくことが必要だと考えております。  

鎌田高校教育指導課長  商業科の内容は、我々大人が実社会にとって役に立つこ

とがたくさんありますが、その感覚が１５歳の高校生が見たときに同じような

感覚になるのか、そこが問題だと認識しています。実社会で行われている取組

などをどのように生徒を引き付けて伝えていけるか、そこが教育として大切で

はないかと考えております。  

戸所委員  本建議に一つ一つ書かれていることは非常に素晴らしいと思います。

先ほど課長の説明の中にもありましたが、先生の基本的な考え方や生徒への育
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成の方針の徹底を今後はしなくてはならないと感じました。私自身海外に勤務

したことがありますが、海外の高校生と日本の高校生の違いは、海外の高校生

の方が自分なりの考えを持っていろいろと取り組んでおり、様々なことに興味

を持つことや最終的に自らの考えを固めることはかなり進んでいると思います。

一方で日本の高校生は、知識はあり、あるいは実践的な教育を受けていますが、

自分なりの考え方を固めることは、苦手であると感じます。例えば、どんな職

業であっても好きなことをやっていくんだという考え方が一律になっていると

感じます。指導する側が生徒に好きなことがあるのであれば、きっかけを与え、

教えることができるような教員を養成していくことが大事だと思いました。  

後 教育長職務代理者  かつては熊谷でも商店・商売をやっている家の子供は、

熊谷商業高校に通っていました。ところが現在は状況が変わり、商店・商売を

やっている家がかなり減少し、シャッター街も大分増え、商業高校を目指す生

徒が減りました。また、ソサエティ５．０により、物流や情報の伝達も変わった

ため、様々な現状を考慮すると従来の考え方から変えなくてはならないと感じ

ています。商業高校を卒業する生徒の就職先は、大半が地元の中小零細企業で

あると思います。確かに地球規模でグローバル化が進んでいること、現在の日

本の経済状況がどのような位置にいるのか、学ぶことも大変重要ですが、まず

は地元の中小零細企業を理解すること、そして働くことはどういったことなの

か、高校３年間でしっかりと学ぶことが重要だと思います。私も会社を経営し

ておりますが、地元の中小零細企業が商業高校を卒業した新入社員に何を求め

ているのか、マーケティングすることが必要だと考えます。私自身、経営者と

して商業高校の卒業生に望むことは、簿記が当たり前にでき、数字を見られる

こと。さらにＩＴスキルを身に付けていること。そして一番大事なのは、若い

柔軟な発想を持っていることです。学校訪問で授業を見ていると簿記の授業を

しっかりやられていますし、また情報処理もしっかり時間を取り授業をされて

いました。しかし、実際に商業高校を卒業した新入社員を見ていると、生きた

簿記の知識やＩＴスキルが身に付いているのかと考えると、学校の授業で習う

ことと実社会で見るものをどうしても別物として線引きしてしまっている印象
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を受けます。実際に生かすことができているのか疑問に思うことがあります。

コロナ禍によって急速なデジタル化が求められる中で地元の中小零細企業は、

即戦力の人材が欲しいと思います。企業の事業内容を理解し新入社員に何が求

められているのか、高校３年間を過ごす中で特に就職活動期間においては理解

してほしいと思います。そういった中で、教員と地元の企業との交流というの

がますます求められていくのではないかと感じます。審議会委員の中でも経営

者協会の方や経営者の方もいらっしゃいますが、もっともっと町の商店や地元

の中小零細企業の声を反映できればと思います。現実的な話として、商業高校

の卒業生の大半が地元の中小零細企業に就職する現状を考えれば、中小零細企

業が何を求めているか、どんなスキルを身に付けていてほしいのか、そこから

遡って新しくなる学習指導要領に反映し、授業を構築する必要があると強く感

じました。本建議はホームページからダウンロードできると書いてありますが、

今後どのように活用されるのでしょうか。  

鎌田高校教育指導課長  今回の報告の後に各学校に通知をします。併せて商業高

校の校長会等に今後の商業教育の内容について、リーダーシップを取り、変え

てほしいと依頼します。また、実際にマーケティングやビジネスに必要な柔軟

な姿勢を身に付ける授業が展開されているか、当課の指導主事が学校訪問をし、

啓発してまいります。  

後 教育長職務代理者  ４ページの図表２ですが、新しいタイプの商業高校にし

ようということで、平成２５年に新座総合技術高校が学科再編、令和２年に熊

谷商業高校が学科改編をしており、併せてカリキュラム等を変更していると思

いますが、それにもかかわらず、倍率が下がっています。これはどこに原因が

あったのか明確にする必要ありますが、新しく学科を再編及び改編したにもか

かわらず、生徒募集で苦労している現状があります。理想を掲げても、改善す

べき課題を明確にしても現場では反映できていない、学校の魅力につなげられ

ていないのではないかと感じました。そのため、令和４年がこれから変えるチャ

ンスだと思いますので、絵に描いた餅で終わらせないためにも、学校にただ通

知するだけではなく、どのように形を変え、新しい商業高校を作るのか、社会
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に送り出す生徒をどう育成するのか、根本的なことを考えてほしいと思います。

本建議は大変素晴らしい内容だと思いますので、これを具現化し、商業高校の

卒業生が社会人として活躍できるようにしてほしいと思います。  

鎌田高校教育指導課長  本建議について実際にどのように活用されているのか、

１年掛けて検証していきたいと考えております。  

後 教育長職務代理者  学校任せではなくて、教育委員会として対応し、議論し

てもらえればと思います。  

髙田教育長  いろいろと御意見を頂きまして、ありがとうございました。令和３

年度の倍率が０．９２となり、過去１０年間でも最も低い倍率になっています。

専門学科の大きなくくりとして農業科、工業科、商業科になりますが、農業高

校では、例えば、牛を飼育し、牛乳を搾乳し、アイスに加工して、販売できる、

一連の流れを目に見える形で体験することができます。また、工業高校はプロ

グラミングをしてロボットを動かすことやロケット開発やソーラーカーを開発

して大会に出場するなど、農業高校や工業高校は中学生にとって目に見える形

で魅力が伝わりやすい学科だと思います。一方、商業高校はパソコンが整備さ

れており、昔は余りパソコンが整備されていなかった普通科と差別化できまし

たが、普通高校のＩＣＴの環境が整備される中で差別化することが難しくなり

ました。商業高校は、中学生に見た目で訴求する力が今一つ不足するようになっ

たと思います。そういった現状の中で商業高校の教育内容を充実し、どういっ

た授業を受けることができ、将来にどうつながるのか、募集という観点では見

える化をすることが必要ではないかと思います。以前のように商業科に入学し

てそろばん、簿記の資格を取得して地域の金融機関に就職していくというロー

ルモデルを提示することが難しくなってきていますので、今後は幅広く視野を

見据えた上で商業教育全体の魅力づくりにしっかり取り組んでいきたいと考え

ております。  

 

(3) 次回委員会の開催予定について  

５月１１日（火）午前１０時  


